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農林水産業の輸出力強化戦略に基づく卸売市場の輸出拠点化等に係る取組状況
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• 開設者である自治体が海外調査等を実施した上で、市場関係者へのフィードバックを行っている。

 成田市場輸出拠点化推進協議会として、成田市場関係者、空港会社、農協、生産者団体、航空会社、物流事業者、
金融機関、ジェトロ等に対し、勉強会を開催。（成田市）

 開設者である京都市は出先機関に委託して、香港の現地情報を調査した上で、市場関係者にフィードバックを行っている。
（京都市）

• 卸売業者が農水省事業を含めて、海外バイヤー及び現地ジェトロから情報を取得し、仲卸業者/農協/生産者等に対し、海外情
報やニーズ情報を提供し、輸出取組をサポートしている。
（東京青果㈱ 、中央魚類㈱ 、京都青果合同㈱ 、 ㈱大田花き、豊明花き㈱ ）

 一般的な「嗜好性」等の情報を提供することが基本（商流の詳細情報等は共有しづらい）。

 外部業者が作った食材調達用ECサービスを活用し、情報提供を行っている。（中央魚類㈱）

 仲卸業者、農協、生産者から相談を受けた際に、個別に海外ニーズ情報等を提示している。現地の情報だけでなく、
InvoiceやPacking listの作成方法について相談されることもある。 （㈱大田花き）
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• 卸売業者が海外バイヤーの招聘を実施。（東果大阪㈱、㈱大田花き）

 産地の紹介も併せて行っている。

• 卸売業者が連携可能な業者に他地域の業者を紹介してもらう等、独自ルートで販路を開拓していることが基本。
（㈱なにわ花市場、豊明花き㈱）

• 卸売業者が年に数回の展示商談会を実施したり、現地に産地情報を送っている。（ ㈱なにわ花市場）

• 現地業者主催で開催されているイベントに参加したり、現地コンサルタントを活用することで輸出促進を図っている。
（仙台中央食肉卸売市場㈱）

• 次年度、開発中であるECサイトを活用し、卸売業者と海外業者とのやり取りを円滑に行っていきたい。（豊明花き㈱）
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農林水産業の輸出力強化戦略に基づく卸売市場の輸出拠点化等に係る取組状況
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• 市場内で産地証明の発行、検疫、通関を実施予定。（成田市公設地方卸売市場）

 産地証明の発行は事前に手続き審査を行えば、成田市が既存の卸売市場で発行できる状態。

 場内での検疫に関しては、再整備後の市場で推進予定。

 通関はオンライン申請で時間短縮を図っている。

• 植物防疫官を市場に呼び、検疫検査を実施し（出張検疫）、輸出までの時間の短縮を実現。
（大阪市中央卸売市場東部市場、大阪鶴見花き地方卸売市場、愛知豊明花き地方卸売市場）

• 地方農政局で取得する産地証明書がオンラインで申請可能になった。（福岡市中央卸売市場鮮魚市場）

• 税関のNACCSというシステムから、輸出に必要な書類の出力が可能になることを期待している。（大田市場）
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• 鮮度保持剤を活用し始めている。（大阪市中央卸売市場東部市場）

• 鮮度保持に関する実証実験を実施。

 通常輸送したコンテナと低温保存可能なコンテナの着荷比較実験を実施。（大阪市中央卸売市場東部市場）

 鮮度保持処理をした産品と処理をしていない産品の船便輸送における比較実験を実施。
（京都市中央卸売市場第一市場）

• 他品目との混載輸送を検討。

 青果物と花の混載輸送を実施した。今後も続けていく意向あり。（大田市場）

 食肉に関し、水産物、酒との混載を検討している。（仙台市中央卸売市場食肉市場）
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• 市場として代金決済をサポートする取組は進んでいない。

 輸出業者は貿易保険を掛けて、テスト輸送を実施済み。（東果大阪㈱）

 カード会社/保険会社に相談しているが、加入等はしていない。（成田市、㈱大田花き）
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農林水産業の輸出力強化戦略に基づく卸売市場の輸出拠点化等に係る取組状況
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• 卸売市場における「海外バイヤーへの開放」について、海外バイヤーは卸売市場において取引には直接参加しておらず、仲卸業者
や貿易業務を担当している企業から商品を購入しているケースが基本。

 海外バイヤーは検品/商談のために、年に２～３回程度訪問している市場が多く、常時常駐している事例はない。

 海外バイヤーが週1回程度の頻度で定期的に買い付けに訪れており、セリを行う仲卸業者に指示等を行っている。
（大田市場）

 年に数回、海外バイヤーを招聘し、市場/産地の視察を行っている市場も存在。
（大阪市中央卸売市場東部市場、大阪鶴見花き地方卸売市場、愛知豊明花き地方卸売市場）
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• 輸出向けハード整備に関して、昨年度、既存施設内に輸出を対象とした保冷庫・空調設備を導入した。
（愛知豊明花き地方卸売市場）

• 輸出向けに限定しない場合、荷捌き施設/加工施設等の整備が各卸売市場において進行している。

 荷捌き施設/加工施設に対応する施設を来年の１月頃に新設予定。（大阪鶴見花き地方卸売市場）

 コールドチェーンの管理が可能な荷捌き施設を昨年12月に新設した。輸出のみを対象にした施設ではないが、輸出向パッ
キンを行っている。また、市場内に輸出に使用する巨大冷蔵庫を設置した。（大田市場）

 新市場において、市場・輸出拠点エリア/加工等エリア/集客エリアにゾーニング予定。（成田市公設地方卸売市場）
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• 東京青果㈱、東果大阪㈱、中央魚類㈱、㈱大田花きは「国際農産物等市場構想推進事業」を活用した取組を進めている。

 東京青果㈱・中央魚類㈱・㈱大田花きは東京都生鮮物輸出協議会（TOPEX）の一員として取り組んでいる。

• 上海近隣市場でのプロモーション活動及びアブダビでの展示会を実施。
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ジェトロとの連携の在り方
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• ジェトロから商談会やセミナー情報等のイベント告知を頂いている。

 研修会やセミナー等の案内をいただくため、極力参加するようにしている。

• 現地ヒアリングに行った際にはジェトロオフィスを訪問させて頂いた。

• 現地レストラン等の情報を提供いただいているが、有用だと思う。

現
状
の
活
用

今
後
の
要
望

• 海外現地バイヤーとの商談会/展示会等を引き続き行っていただきたい。

 現地のバイヤーが望んでいることをはっきりと確認できることが重要。

 展示会の出展をより戦略的に行う必要がある。

 展示会に際して、どのような現地業者が訪れる予定なのか、事前に教えて頂けると有難い。

• マスコミ向けのイベントが開催されるのであればぜひ参加したい。

• 既存のマーケティング調査では日系バイヤーのニーズは把握できるが、現地関係者の声を中々拾うことができていない。

 輸出に関する市場ニーズやバイヤー等の情報があると有用ではないか

 取引可能性のある販売先を教えていただきたい。

• 輸出を検討する海外の個別のバイヤーの与信情報を低料金で公開して欲しい。

• 現地顧客にこちら側の商品情報を提供できるような仕組みができると有用ではないか。

• 植物検疫を含む輸出の手続関係についてセミナー等を行っていただけると、輸出に取り組む事業者が増えるのではないか。

• ジェトロの情報は、いつでもどこでも確認できるよう可能な限りインターネット上にアップロードし、必要に応じて、情報発信していただき
たい。



6©Accenture 2017. All Rights Reserved. 

次年度以降のガイドブック作成に向けて

ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
作
成
に
向
け
て

卸
売
市
場
関
係
者
向
け

• 輸出先行事例の紹介(鮮度保持等含む)、輸出関係法令、輸出関連手続、輸出関連のリスク、海外バイヤーとの商談のノウハウ、
各国のマーケット情報等に関する情報は有効。

 輸出先行事例については、成功事例だけでなく失敗事例についても纏めてあると有用。

 国別品目別の検疫情報の詳細がわかると良い。

 海外バイヤーからの評価を含めたカタログリストがあると有用。

 海外バイヤーとの商談のノウハウについては、商習慣のようなものがあると良い。

• 「輸出手続きサポート」・「代金決済リスクサポート」に関するマニュアルを作成すればよいのではないか。

• ガイドブックという形ではなく、ポータルサイト等、別の情報プラットホームが良い。情報・広報の一元化をして欲しい。

海
外
バ
イ
ヤ
ー
向
け

• 日本の卸売市場の仕組みを伝えることができれば良いのではないか。

 市場の状況・ライブ感を発信することも有用。

 日本のコールドチェーンの工夫等のテクノロジー技術に関し、SNSで露出を高め、卸売市場をアピールすることが有用。

• 日本産品の正しい情報を定常的に更新して発信していくことが有用(SNSの活用も考えられる)。

 日本人がどのような魚を獲って、どのような魚を食べているのかを伝えていくことが重要。よく取れる魚、四季別に取れる魚を整
理することが有用。

 どの花がどこで売れているのかといった輸出統計がまとまっていると有効。

 花の場合は多種多様・季節商材であるため、品種や出荷時期の目安があると良い。

• 生産者に代わって卸売市場が情報発信を行う機会になると良い。


